
復興の取組状況等について 平成30年11月９日
復興推進委員会資料

２ 三陸防災復興プロジェクト2019の開催

（１）こころのケアの継続

１ 被災者へのこころのケアの取組

健康づくりやこころのケアの推進が
「重要」又は「やや重要」と回答した割合

H30 84.5％

H24 87.0％

〔復興に関する意識調査（岩手県復興局）〕

Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

沿岸部(A) 18.1% 14.7% 15.6% 15.4% 15.4% 15.2% 15.9%

内陸部(B) 15.8% 13.2% 12.1% 11.2% 11.1% 11.3% 11.4%

格差(A-B) 2.3p 1.5p 3.5p 4.2p 4.3p 3.9p 4.5p

・こころのケアセンターの相談支援件数が高止まりの状況
・復興・創生期間終了後も続くことが見込まれる

・特に被災により心にダメージを受けた児童生徒の心のサポートについては、
中長期的な取組及びストレスの質の多様化への対応が必要

（2）児童生徒の心のサポートの取組

被災地の支援ニーズは高いまま

【岩手県のこころのケアの取組】
■岩手県こころのケアセンター（中央センター・地域センター（沿岸４圏域））
■いわてこどもケアセンター
■スクールカウンセラー等の派遣等（平成30年度は91人派遣）

3 復興フォーラムの開催

・復興への理解と風化防止、継続的な支援・参画促進を図ることを目的として、
平成24年より実施。(これまで県内外で20回開催）

・今年は、平成30年11月17日（土）
ホテルラフレさいたまにおいて開催予定。

・『東日本大震災の教訓を未来へ』をテーマとした、
達増拓也岩手県知事と上田清司埼玉県知事との対談や、
『三陸とつながる、地域間の交流を深める』をテーマに
パネルディスカッションを実施する予定。

【県民の意識調査】 【こころのｹｱｾﾝﾀｰ相談支援件数】

【心とからだの健康観察調査結果（小学校）】

【ストレスの質の多様化】
児童生徒の抱えるストレスの質が、東日本大震災津波そのものから、震災による
環境の変化に起因するものへと変わってきている。

※沿岸部の要サポートの割合は内陸部に比べ高い状況が継続している。

（サポートが必要な児童の割合）

《 三陸防災復興シンポジウム2019 》

・釜石・久慈・大船渡・宮古において、地域の特色に応じたシンポジウムを開催

《 さんりく音楽祭2019 》

・復興支援に取り組んでいただいた様々な音楽関係団体とのつながりを生かしながら、
多彩な音楽イベントを実施

《「美味ぇがすと三陸ーGastronomy SANRIKUー構想」プロジェクト 》

・国内外の著名シェフが一堂に会す「三陸国際ガストロミー会議2019」等を開催

《 三陸ジオパーク フォトロゲイニングフェスティバル 》

・みちのく潮風トレイルなどの景勝地でのフォトロゲイニング(※)の開催
（※地図をもとに、時間内にチェックポイントを回り得点を集めるスポーツ。）

【三陸防災復興プロジェクト2019 主な催事】 ※全24事業を予定
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【これまでの開催状況】

計
(全20回)

６回 ８回 ６回

Ｈ28 １回 １回(長野県) １回(東京都)

Ｈ29 １回 １回(東京都) １回(東京都)

Ｈ26 １回 １回(兵庫県) １回(東京都)

Ｈ27 １回 １回(静岡県) １回(東京都)

Ｈ24 １回 １回(大阪府) １回(東京都)

Ｈ25 １回 １回(愛知県) １回(東京都)

年度 県内開催
岩手県主催 東北4県主催

県外開催

Ｈ23 － ２回(東京都) －
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(大船渡市)間一貫経営や、ラグビーワールドカップ 2019™の 
釜石開催に合わせて、三陸地域への関心や認知度を高めながら、国内外からの復興への支援に 
対する感謝を示すとともに、世界の防災力の向上にも貢献するため、2019 年 6 月 1 日～   
8月 7日の間、沿岸 13市町村全体を会場として開催する。  

開催の趣旨
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